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「
福
井
か
ら
の
参
勤
交
代
の
大
名
」
だ
と
の
ジ
ョ
ー

ク
ま
で
放
た
れ
る
ほ
ど
の
熱
の
入
れ
よ
う
で
あ
っ
た
。

こ
れ
ら
の
関
連
諸
資
料
の
調
査
研
究
に
よ
り
、
『
若

越
郷
土
研
究
』
は
じ
め
『
英
学
史
研
究
』
・
『
中
部

大
学
国
際
関
係
学
部
紀
要
』
な
ど
に
発
表
し
た
数
多

く
の
論
稿
に
基
づ
き
、
グ
リ
フ
ィ
ス
の
お
雇
い
教
師

本
書
は
、
長
年
に
わ
た
り
、
ひ
た
む
き
に
グ
リ
フ
と
し
て
の
類
い
ま
れ
な
人
間
像
を
見
事
に
構
築
し
た

イ
ス
の
研
究
を
積
み
重
ね
て
き
た
著
者
が
、
こ
れ
ま
も
の
と
い
え
る
。
さ
ら
に
明
治
以
降
の
寸
日
本
近
代

で
の
諸
論
稿
を
体
系
づ
け
て
一
体
に
ま
と
め
た
労
作
化
」
の
具
体
的
な
動
向
と
そ
の
歴
史
的
性
格
を
、
当

で
あ
る
。
章
立
て
は
、
第
一
章
故
郷
フ
ィ
ラ
デ
ル
時
の
ア
メ
リ
カ
人
研
究
者
か
ら
、
ど
の
よ
う
に
理
解

フ
ィ
ア
を
離
れ
て
、
第
二
章
日
本
へ
の
目
覚
め
、
さ
れ
、
評
価
さ
れ
た
か
を
学
び
と
る
う
え
で
も
、
格

第
三
章
大
名
の
政
府
・
福
井
の
生
活
、
第
四
章
好
の
著
作
と
し
て
、
ぜ
ひ
一
読
を
お
す
す
め
し
た
い
。

明
治
日
本
の
精
神
、
で
、
既
刊
の
『
グ
リ
フ
ィ
ス
と
な
お
本
書
発
刊
の
昨
年
は
、
グ
リ
フ
ィ
ス
生
誕
一

福
井
』
(
福
井
県
郷
土
誌
懇
談
会
、
一
九
七
九
五

O
年
に
あ
た
り
、
著
者
も
、
ち
ょ
う
ど
還
暦
を
迎

年
)
・
『
明
治
日
本
体
験
記
』
(
平
凡
社
、
一
九
八
え
ら
れ
た
こ
と
で
、
ま
こ
と
に
時
宜
を
得
た
公
刊
で

四
年
)
と
あ
わ
せ
て
三
部
作
と
呼
称
す
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
を
付
記
す
る
。

あ

る

。

(

近

代

文

芸

社

、

B
5
判
四
四
二
頁
、
一
九
九

著
者
は
、
現
在
中
部
大
学
国
際
関
係
学
部
で
教
べ
五
年
四
月
刊
、
定
価
三
、
五

O
O円
)

ん

を

と

っ

て

お

り

、

グ

リ

フ

ィ

ス

研

究

に

つ

い

て

は

、

(

三

上

一

夫

)

斯
界
の
第
一
人
者
で
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
し
ば
し
ば

ア
メ
リ
カ
の
ラ
ト
ガ

l
ス
大
学
図
書
館
を
訪
れ
て
、

グ
リ
フ
ィ
ス
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
調
査
し
た
。
そ
の

た
め
、
同
大
学
の
ア

l
ダ
ス
・
パ
ー
ク
ス
博
士
か
ら
、

山

下

著

英
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